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ある, 295人, 

77%

ない, 86人, 

23%

「みやぎ教育応援団の知名度」

知っている, 

245人, 64%

知らない, 

136人, 36%

「みやぎ教育応援団の認知度」

 （３）みやぎ教育応援団実施状況調査【R2～調査開始】   （対象：地域連携担当教職員）  

 

① 知名度  

  「みやぎ教育応援団の名前を聞いたことがある」 

ある ない 知名度 

２９５ 名 ８６ 名 ７７％ 

 

 

 

 

 

 

 

② 認知度  

  「みやぎ教育応援団の内容を知っている」 

知っている 知らない 認知度 

２４５ 名 １３６ 名 ６４％ 

 

 

 

 

 

 

 

③ 利用率  

「令和２年度内にみやぎ教育応援団を利用した 

（する予定である）」 

した 

（する予定） 

しなかった 

（する予定はない） 
利用率 

６９ 名 ３１２ 名 １８％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ=381 

ｎ=381 

ｎ=381 

77%の地域連携担当が「名前を聞いたことがあ

る」と回答した。今後も継続してポスター(各学

校)，チラシ(企業・団体等)を配布し，知名度が上

がるよう努めていく。 

64%の地域連携担当が「内容を知っている」と回答

した。専用ウェブサイトでの情報発信を継続する

他，研修会等の機会を利用し，その仕組みや利用方

法等について説明していく。 

利用率は 18%だった。令和２年度中におよそ６校

に 1校が教育応援団を利用したことになる。初めて

の調査のため比較データはないが，新型コロナウイ

ルスの影響により例年より利用が少なかったこと

が考えられる。今後は，半数の学校で利用（利用率

50%以上）されるように応援団を周知していく。 

した, 69人, 

18%

しなかった, 

312人, 82%

「みやぎ教育応援団の利用率」
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④ 利用状況  

 ア 学校所在地域別の利用回数（ 計１５９回 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 支援内容別利用件数（件） 

職場見学 30件  

就業体験 28件  

講師・指導者の派遣 100件  

施設や物品の貸出し等 1件  

計 159件  
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利用回数（回）

職場見学, 

30件

就業体験, 

28件

講師・指導

者の派遣, 

100件

施設や物品の貸出し等, 1件

支援内容別利用件数（件）
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ウ 支援分野別利用件数（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 該当教科別件数（件） 

教科名 件数 教科名 件数 教科名 件数 

国 語 0件 家庭科 2件 道 徳 3件 

算数・数学 0件 体 育 12件 学校行事 3件 

理 科 2件 総合的な学習 103件 放課後学習 1件 

社 会 23件 生活科 2件 課 外 1件 

音 楽 3件 保 健 2件 教員研修 1件 

図 工 0件 学級活動 1件 計 159件 

 

0件

17件

15件

1件

1件

9件

31件

5件

1件

1件

1件

13件

7件

9件

11件

8件

10件

13件

6件

0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件 35件

①エネルギー

②サービス・商業

③スポーツ・運動

④安心・安全・防災教育

⑤科学

⑥環境問題・環境教育

⑦教育・学習支援

⑧金融・消費者教育・経済・流通

⑨交通・運輸・郵便

⑩国際理解・異文化交流・外国語教育

⑪子育て・地域づくり

⑫自然体験活動・農林水産業

⑬情報・通信

⑭食育・食品

⑮製造（機械・エレクトロニクス等）

⑯設計・建築・建設・土木

⑰福祉・医療・健康・介護

⑱歴史・文化・芸術・伝統芸能・伝統産業

⑲その他

支援分野別利用件数（件）

学校所在地域別では，北部教育事務所管内の学校の利用が多かった。支援内容別では

「講師・指導者の派遣」が最も多かった。「講師・指導者の派遣」に比べ「職場見学」や

「就業体験」の件数が少ないのは新型コロナウイルス感染症の影響により学校外での活

動を控える傾向があったためと考える。支援分野別では「教育・学習支援」に次いで「サ

ービス・商業」の分野での利用が多かった。該当教科別では「総合的な学習の時間」が多

くを占め，体験学習やキャリア教育分野における活用が多かったと考えられる。今後も利

用促進に努めていく。 


